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あ
た
ら
し
く
「
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
す
る
に
あ
た
っ
て
、
仏
教
研
究
の
現
状
を
紹
介
し
た
上
で
、
龍
谷
大
学
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
成
果
を
知
何

に
し
て
世
界
へ
発
信
し
て
行
く
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
仏
教
」
と
は
何
か
。

仏
教
研
究
の
現
状
を
紹
介
す
る
前
に
、
そ
も
そ
も
「
仏
教
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
て
お
き
ま
す
。
「
仏
教
」
と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
l

ム
教
と
同
じ
よ
う
に
宗
教
の
名
前
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
来
の
「
仏
教
」
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
丁
度
「
浄
土
真
宗
」
と
い
う
言
葉
が
、
今

は
宗
派
の
名
前
と
し
て
通
用
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
「
浄
土
に
関
す
る
真
実
の
教
え
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
仏
教
」
も
本
来
は
「
仏
の
教
え
」
、
す
な
わ

ち
釈
迦
牟
尼
仏
陀
の
説
い
た
教
え
と
い
う
窓
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
例
え
ば
、
説
一
切
有
部
の
浩
織
な
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
番
『
大
毘
婆
沙
論
』
(
後
三
世
紀
)
に

は
「
仏
教
と
は
、
仏
語
で
あ
る
」
と
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
(
松
島
央
龍
「
仏
教
と
は
何
か
|
説
一
切
有
部
の
仏
教
観
l
」
「
仏
教
撃
研
究
」
第
六
十
九
鋭
、
ニ

O
一
三
年
、

二
一
四

i
五
頁
参
照
)
。

し
た
が
っ
て
、
仏
滅
後
二
百
年
以
上
経
過
し
て
、
大
量
の
大
乗
経
典
が
登
場
し
た
時
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
仏
教
徒
逮
は
、
「
v

」
れ
が
果
た
し
て
仏
陀
が
説
か
れ
た
教

え
な
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
、
大
乗
経
典
は
仏
説
で
は
な
い
、
仏
教
で
は
な
い
、
と
非
難
し
た
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
現
代
日
本
に
ま
で
継
続
し
て



い
ま
す
。
か
つ
て
、
袴
谷
憲
昭
氏
や
松
本
史
朗
氏
が
「
本
覚
思
想
は
仏
教
で
は
な
い
」
「
如
来
蔵
思
想
は
仏
教
で
は
な
い
」
な
ど
と
い
わ
ゆ
る
「
批
判
仏
教
」
を
提
唱
し

た
時
、
近
年
で
は
ス
マ
ナ
サ
l
ラ
長
老
を
指
導
者
と
す
る
日
本
テ
l
ラ
ワ

l
ダ
仏
教
協
会
が
日
本
の
伝
統
的
な
仏
教
を
批
判
す
る
時
、
大
乗
経
典
は
釈
迦
牟
尼
仏
陀
の
真

の
教
説
で
は
な
い
と
い
う
の
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
時
代
に
日
本
に
、
従
来
の
漢
訳
仏
典
だ
け
で
な
く
、
党
語
や
パ

l
リ
語
、
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
語

訳
で
伝
承
さ
れ
た
仏
典
を
研
究
す
る
「
近
代
仏
教
学
」
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
「
学
問
的
に
は
、
大
乗
経
典
は
仏
説
で
は
な
い
」
と
い
う
学
説
が
日
本
の
仏
教
学
界
に
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
「
浄
土
真
宗
は
仏
教
な
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
(
藤
本
晃
「
浄
土
真
宗
は
仏
教
な
の

か
?
」
サ
ン
ガ
、
二

O
一
三
年
)
。

と
こ
ろ
が
、
イ
ン
ド
の
大
乗
仏
教
徒
た
ち
は
、
早
く
か
ら
こ
の
問
題
に
直
面
し
て
「
大
乗
仏
教
仏
説
諭
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
か
れ
ら
は
、
部
派
仏
教
の
中
の
説
一

切
有
部
の
「
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
説
諭
」
を
参
照
し
て
、
同
じ
論
理
に
も
と
づ
い
て
「
大
乗
仏
説
論
」
を
立
て
ま
す
(
本
庄
良
文
「
阿
毘
達
磨
仏
説
論
と
大
乗
仏
説
論
l
法
性
、

隠
没
経
、
密
窓
|
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
三
十
八
巻
第
一
号
、

一
九
八
九
年
)
。
そ
の
要
諦
は
、
「
仏
陀
が
お
説
き
に
な
っ
た
こ
と
は
真
実
で
あ
り
、
大
乗
経
典
に

は
真
実
(
法
性
)
が
説
か
れ
て
い
る
。
真
実
は
仏
陀
に
よ
っ
て
し
か
説
か
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
乗
経
典
は
仏
説
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

龍
谷
大
学
に
提
出
さ
れ
た
藤
田
祥
道
氏
の
博
士
論
文
『
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
に
お
け
る
大
乗
仏
説
諭
の
研
究
」
(
二

O
O九
年
)
を
見
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
残
念
な

が
ら
同
論
文
は
未
出
版
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原
型
は
『
イ
ン
ド
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
」
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ネ
ッ
ト
上
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す

(zeぃ
¥
¥

当
若
者
・
宮
ω
・ミロ
WOE-
混
同
)
。
ま
た
、
近
年
春
秋
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
」
の
第
一
巻
「
大
乗
仏
教
と
は
何
か
」
(
ニ

O
二
年
)
に
寄
稿
さ
れ
た

「
大
乗
仏
説
論
の
一
断
面
l
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
視
点
か
ら
」
か
ら
も
、
藤
田
氏
の
見
解
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
や
、
近
代
仏
教
学
の
研
究
成
果
か
ら
も
、

イ
ン
ド
の
大
乗
仏
教
徒
た
ち
に
習
っ
て
、
「
大
乗
仏
説
論
」
が
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
仏
説
諭
」
あ
る
い
は
、
「
仏
教
経
典
形
成
論
」
に
つ
い
て
一
言
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
も
龍
谷
大
学
に
提
出
さ
れ
た
天
野
信
氏
の
博
士
論
文
『
大
本
経
の
研

究
一
過
去
仏
思
想
と
仏
伝
と
の
関
連
性
』
(
二

O
O九
年
)

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
天
野
氏
は
パ

l
リ
語
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
複
数
の
漢
訳
が
存
在
す
る

「
大
本
経
」
(
マ
ハ

l
パ
l
ダ
l
ナ
・
ス
ッ
タ
ン
タ
)
を
取
り
あ
げ
て
、
同
経
が
仏
滅
後
も
、
仏
教
徒
達
の
手
に
よ
っ
て
徐
々
に
増
広
さ
れ
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
鰍
密
に

論
証
し
て
い
ま
す
。
「
阿
含
」
「
ニ
カ
!
ヤ
」
と
総
称
さ
れ
る
初
期
仏
典
が
、
現
代
の
一
部
の
原
理
主
義
的
仏
教
徒
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
歴
史
上
の
釈
迦
牟
尼
仏
陀
の
金

口
説
法
の
集
大
成
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
何
世
紀
も
か
け
て
歴
代
の
仏
教
徒
た
ち
に
よ
っ
て
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
説
は
、
近
代
仏
教
学
が

仏
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こ
れ
ま
で
に
到
達
し
た
結
論
で
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
大
乗
経
典
も
、
そ
の
よ
う
な
仏
教
経
典
形
成
の
動
き
の
延
長
線
上
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

大
乗
経
典
の
作
成
に
携
わ
っ
た
仏
教
徒
達
は
、
歴
史
上
の
仏
陀
が
今
こ
こ
に
お
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
真
実
」
を
説
か
れ
た
に
違
い
な
い
と
い
う
確
信
を
持
っ
て

「
如
是
我
聞
」
と
い
う
言
葉
で
そ
れ
ぞ
れ
の
大
乗
経
典
を
始
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仏
教
と
は
仏
語
で
あ
る
、
と
い
う
伝
統
的
な
解
釈
に
固
執
し
、
例
え
ば
「
十
二
支
縁
起
説
」
の
み
が
歴
史
上
の
仏
陀
の
倍
り
の
内
容
で
あ
る
、
あ
る
い
は
南
方
上
座
部

が
伝
承
し
た
パ

l
リ
語
の
聖
典
の
み
が
「
仏
語
」
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
と
、

一
種
の
仏
教
原
理
主
義
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
有
部
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
論
師
や
大
乗
仏
教

の
論
師
た
ち
は
、
「
法
性
」
(
真
実
)
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
仏
語
」
の
指
す
領
域
を
一
挙
に
拡
大
し
て
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
や
大
乗
経
典
の
正
統

性
を
確
保
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
か
つ
て
佐
々
木
閑
氏
が
『
イ
ン
ド
仏
教
変
移
論
ー
な
ぜ
仏
教
は
多
様
化
し
た
の
か
』
(
大
蔵
出
版
、
二

0
0
0年
)
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ア
シ
ョ

l
カ
王
時
代
に
、
「
破
僧
」
の
定
義
が
変
更
さ
れ
、
イ
ン
ド
の
仏
教
徒
を
拘
束
す
る
教
義
上
の
「
タ
ガ
」
が
外
れ
、
多

数
の
仏
教
部
派
が
一
挙
に
登
場
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
得
る
で
し
ょ
う
。

『
聖
書
」
や
『
ク
ル
ア

l
ン
』
の
よ
う
な
絶
対
的
な
聖
典
を
も
た
な
い
仏
教
は
、
ア
ジ
ア
各
地
に
広
ま
る
に
応
じ
て
、
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
前
田
恵

学
先
生
は
「
仏
教
と
は
何
か
」
と
い
う
聞
い
に
答
え
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
定
義
を
提
案
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
仏
教
と
は
、
釈
尊
を
開
祖
と
し
、
浬
繋
な
い
し
倍
り
と
救

い
を
、
最
高
究
極
の
価
値
な
い
し
目
的
と
し
て
、
そ
の
実
現
を
目
ざ
し
、
世
界
の
諸
地
域
に
展
開
し
て
い
る
文
化
の
総
合
的
な
体
系
で
あ
る
。
」
(
「
仏
教
と
は
何
か
(
最

終
講
義
)
」
前
回
恵
学
集
第
二
巻
所
収
、
二

O
O三
年
、
四
四
頁
)
こ
の
定
義
に
従
え
ば
、
古
代
イ
ン
ド
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
、
仏
教
徒
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
活
動

が
「
仏
教
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
よ
う
な
凶
悪
な
犯
罪
を
犯
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
で
も

「
仏
教
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
切
実
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
私
自
身
は
、

一
方
で
極
端
な
仏
教
原
理
主
義
に
与
せ
ず
、
他
方
で
「
仏
教
」
の
名
の

下
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
現
象
を
、
「
自
己
批
判
」
を
含
め
て
、
批
判
的
な
眼
で
検
討
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
「
仏
教
と
は
何
か
」
と
い
う
聞
い
を
聞
い
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
(
拙
稿
「
オ
ウ
ム
真
理
教
は
仏
教
か

l
イ
ン
ド
仏
教
研
究
に
関
す
る
方
法
論
的
反
省
|
」
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
六
六
号
、
二

O
O
一
年
)

「
仏
教
」

の
記
録
と
そ
の
研
究
方
法

仏
滅
直
後
に
直
弟
子
達
が
集
ま
っ
て
、
仏
陀
の
後
半
生
を
共
に
し
た
ア
l
ナ
ン
ダ
を
中
心
に
仏
陀
の
説
法
を
集
成
し
た
「
経
蔵
」
が
、
ウ
パ

l
リ
を
中
心
に
仏
陀
が
定



め
た
戒
律
を
集
め
た
「
律
蔵
」
が
共
に
唱
え
ら
れ
(
サ
ン
ギ

l
テ
ィ
)
、
仏
陀
の
教
え
と
仏
教
僧
団
(
サ
ン
ガ
)

の
あ
り
方
が
確
定
さ
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が

「
仏
教
」

(
H
仏
陀
の
言
葉
)

の
記
録
の
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
当
初
は
、
イ
ン
ド
の
伝
統
に
従
っ
て
、
仏
陀
の
「
聖
な
る
言
葉
」
が
文
字
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
べ
て
僧
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
記
憶
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
た
は
ず
で
す
。
ナ
リ
ナ
ク
シ
ャ
・
ダ
ッ
ト
博
士
に
よ
る
と
、
膨
大
な
量
の
仏
陀
の
教
え
を

正
確
に
保
持
す
る
た
め
に
、
僧
団
が
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
部
分
を
記
憶
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
(
思
る
足
。
3
8呼
出
ミ
nSR切さ

一
九
七
一
年
)
し
か
し
、
父
か
ら
息
子
へ
と
聖
典
が
伝
承
さ
れ
た
バ
ラ
モ
ン
教
と
は
違
っ
て
、
出
家
者
の
集
団
で
あ
る
仏
教
僧
団
で
は
仏
陀
の
言
葉
が
正
確
に
記
憶

さ
れ
、
伝
承
さ
れ
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
グ
レ
ゴ
リ
l
・
シ
ョ
ペ
ン
教
授
に
よ
る
と
、
律
蔵
の
中
に
仏
教
僧
達
の
記
憶
が
確
か
で
な
い
場
合
に

は
、
都
市
の
名
前
な
ら
「
シ
ュ
ラ

l
ヴ
ァ
ス
テ
ィ

l
」
(
舎
衛
域
)
な
ど
と
言
え
ば
よ
い
と
い
う
記
述
が
あ
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
忘
れ
そ
う
な
と
き
は
「
パ
ト
ラ
」
に
メ

モ
書
き
を
し
て
お
け
ば
よ
い
と
も
言
う
よ
う
で
す
。
(
の
z
m
oミ
ωnFO同
MOPE-
時三
c
gロ
バ
問
。
B
O
B
σ
o
p
国

od〈
件
。
玄
何
回
w
o
x
z
-
y
ω
。
gmw
冨
oロ
州
協
同
庁
間
巳

g
沙門

問
。
含
包
括

p
g
a
s
-
C
M内
S.J
・

9
ミ
弘
容
一
ミ
S
宮

g
h同
切

H
a
s
a
h
h
Q
S
3
h
u
Rロ
足
。
R

N

C

C

品
)
し
た
が
っ
て
、
部
派
仏
教
の
僧
達
も
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

経
典
の
書
写
を
始
め
て
い
た
は
ず
で
す
。

一
方
、
大
乗
経
典
の
多
く
は
書
写
の
功
徳
を
強
調
し
ま
す
。
リ
チ
ャ

l
ド
・
ゴ
ン
プ
リ
ッ
チ
教
授
は
、
個
々
の
大
乗
経
典
が
あ

ら
わ
れ
た
と
き
、
そ
れ
を
奉
持
す
る
者
は
少
数
で
あ
っ
た
の
で
、
正
確
な
伝
承
の
た
め
の
記
憶
装
置
が
な
い
た
め
、
書
写
を
勧
め
た
の
だ
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
い
ま

す
。
(
河
目
。

g互
の
o
g耳目
n
F
E出
od二
宮
宮
各
身
削
ロ
ω
F
o
m
g
.
J
V
N
hミ
ミ
ミ

E
R
S弘
同
ミ
nS芝
匂
ミ
$
.
〈
o
-
-
Y
H匂
∞
∞
)
彼
の
仮
説
は
十
分
説
得
力
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

か
く
し
て
様
々
な
仏
典
の
写
本
が
登
場
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
法
顕
・
玄
笑
・
義
浄
な
ど
の
中
国
か
ら
の
渡
来
僧
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
写
本
を
求
め
て
イ
ン
ド
へ
渡

っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
イ
ン
ド
本
土
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
で
は
、
榔
子
の
葉
な
ど
を
用
い
た
「
貝
葉
」
に
仏
典
は
書
写
さ
れ
ま
し
た
が
、
仏

教
が
中
国
に
伝
わ
る
と
、
漢
訳
仏
典
は
紙
媒
体
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
印
刷
技
術
が
発
明
さ
れ
る
と
、
木
版
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

D

そ
の
結
果
、

漢
訳
大
蔵
経
が
編
纂
さ
れ
、
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
で
し
ょ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
で
も
モ
ン
ゴ
ル
で
も
満
州
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
蔵
経
が
編

纂
さ
れ
、
印
刷
さ
れ
ま
す
。
漢
訳
大
蔵
経
の
金
字
塔
は
、
我
が
国
で
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
九
年
に
か
け
て
、
高
楠
順
次
郎
・
渡
遁
海
旭
・
小
野
玄
妙
博
士
に
よ
っ
て
編

纂
・
出
版
さ
れ
た
『
大
正
新
倫
大
蔵
経
」
百
巻
で
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
身
近
な
も
の
に
な
る
と
、
多
く
の
仏
教
研
究
者
達
は
仏
典
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
で

仏
教
研
究
の
最
前
線

1
飽
谷
大
学
か
ら
世
界
へ

1

一
六
五



仏
教
研
究
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線
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大
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か
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へ
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一
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六

も
韓
国
で
も
台
湾
で
も
漢
訳
大
蔵
経
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

(ω
〉
、
円
大
正
新
僑
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
宮
門
司
一
¥
¥

N
E
N
R・--E
・g
-
Q
C・R-Z¥ω
〉
斗
¥
.
。
回
刷
、
吋
〉
中
華
電
子
悌
教
協
会

--ZGυ¥¥当
者
宅

-nvEω
・0『
伊
吋
ユ
立

g
w釦
一
回
ハ

0
5
8
R
Z吾
川
¥
¥
老
若
者
-
m
E
E・R-W円
¥
ぎ
ヨ
ぬ
¥
宮
内
山
内
出
・

品
。
)
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
関
し
て
は
、
〉
ω
一gQmwω
位。
ω
E
U
E
P
&ぬの円

(
Z
G一
¥
¥
巧
当
者

-SER-mgRω
・2m)が
蔵
外
文
献
も
含
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ノf

ー
リ
語
で
残
さ
れ
た
仏
教
聖
典
に
関
し
て
は
、
、
同
，
F
o
m
ユE
ロ

-s-1『目立
g
-
w
m
-
p
a
O
2
(宮
丹
羽
¥
¥
者
若
者
・

52g--w¥巴
立

gwω¥)
他
、
複
数
の
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
語
仏
典
に
関
し
て
は
、
虫
色

g-
∞ωロ
ω}内門戸丹

国
広
島
色
町
一

ω円

。ωロ0
3

(FRUH¥¥若
者
巧
・
門
戸
与
の
胃
&
0
2・oa¥)
や
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
の

。
問
問
、
叶
戸
・
の

o
E口
問
。
口
問
。
m
-
a
R
O町
田
ぬ
の
可

g
w
吋

oung
吉
宮
内
田
宮
ロ
戸

ωロ悶
g
m
g
(
Z
G
υ
¥
¥岡
司

OE--gσ-CE・moo丹
江
口
問
。
ロ
・
品
。
一
¥
)
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
仏
教
研
究
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(
F
2
唱
え
¥
巧
老
若
-zσc含
・
ロ
見
¥
)
な
ど
複
数
の
有
用
な
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
今

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
無
視
し
て
、
仏
教
研
究
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
名
前
や
顔
の
見
え
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
百
パ

1
セ
ン
ト
信
じ
る
の
は
極
め
て
危
険
で
も
あ
り
ま
す
。

以
上
、
「
仏
教
」
あ
る
い
は
「
仏
典
」
が
口
承
伝
承
か
ら
写
本
へ
、
写
本
か
ら
印
刷
物
へ
、
印
刷
物
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
デ
!
タ
へ
と
伝
承
の
仕
方
が
変
化
し
て
き
た
こ

と
を
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
文
字
情
報
で
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
日
本
に
近
代
仏
教
学
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
日
本
の
仏
教

学
者
た
ち
は
、
党
語
写
本
を
、
時
に
は
漢
訳
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
対
比
し
な
が
ら
、
解
読
し
、
校
訂
本
を
作
成
し
、
そ
れ
を
現
代
語
訳
し
て
、
そ
の
内
容
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
を
目
指
す
「
仏
教
文
献
学
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
研
究
方
法
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
確
立
し
た
聖
書
学
に
範
を
と
っ
た
も
の
で
す
が
、
後
に

述
べ
ま
す
よ
う
に
、
大
量
の
仏
教
党
語
写
本
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
日
本
の
仏
教
学
者
の
聞
に
し
っ
か
り
し
た
文
献
学
的
研
究
が
根
付
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
文
献
学
的
成
果
に
も
と
づ
い
て
、
歴
史
学
や
社
会
学
、
哲
学
や
宗
教
学
な
ど
の
視
点
か
ら
の
仏
教
研
究
が
進
む
は
ず
で
す
。
仏
教

学
者
は
そ
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
責
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

前
回
先
生
の
「
仏
教
と
は
文
化
の
総
合
的
な
体
系
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
仏
教
を
記
録
し
て
い
る
の
は
、
文
献
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
な

ら
、
仏
陀
生
誕
の
地
で
あ
る
ル
ン
ピ
ニ

l
、
成
道
の
地
で
あ
る
プ
ッ
ダ
ガ
ヤ
、
初
転
法
輪
の
地
で
あ
る
サ

l
ル
ナ

l
ト
、
そ
し
て
入
滅
の
地
で
あ
る
ク
シ
ナ
ガ
ラ
と
い
う

四
大
聖
地
に
代
表
さ
れ
る
数
々
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
ス
ト
ゥ

l
パ
を
始
め
と
す
る
建
造
物
、
仏
像
や
菩
麓
像
、

レ
リ
ー
フ
や
壁
画
な
ど
様
々
な
遺
品
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
歴
史
学
や
考
古
学
や
美
術
史
な
ど
の
方
法
論
を
用
い
て
研
究
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。



先
に
名
前
を
挙
げ
た
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
仏
教
研
究
が
仏
教
文
献
で
は
な
く
、
地
上
に
現
実
に
存
在
し
た
仏
教
の
研
究
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
ら
、
仏
教
学
の
様
相
は
す

と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
(
の
お
問
。
ミ

ω
n
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p
h
d
g
Z包
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司
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ω
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ω
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om『

q
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g
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E
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E
R
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S
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句

hgash叫切ミ
hS弘

MhhhsF
出。ロ

ozzsu吋
、
桂
紹
隆
和
訳
「
仏
教
文
献
学
か
ら
仏
教
考
古
学
へ
|
|
イ
ン
ド
仏
教
に
お

げ
る
聖
者
の
傍
ら
へ
の
埋
葬
と
プ
ッ
ダ
の
現
存
性
」
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
第
十
巻
「
大
乗
仏
教
の
ア
ジ
ア
』
所
収
、
春
秋
社
、
二

O
二
ニ
年
)
シ
ョ
ペ
ン
教
授
は
、
遺
跡

っ
か
り
違
っ
て
い
た
だ
ろ
う
、

や
遺
跡
で
発
見
さ
れ
る
碑
文
、
発
掘
さ
れ
た
考
古
学
的
遺
物
な
ど
と
彼
が
読
破
し
た
律
文
献
と
を
駆
使
し
て
、
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
教
団
や
仏
教
徒
た
ち
が
、
仏
陀
が
訪

れ
た
土
地
や
仏
陀
の
遺
骨
を
収
め
た
ス
ト
ゥ

l
パ
に
仏
陀
が
生
前
と
同
じ
よ
う
に
「
現
存
」
す
る
と
信
じ
て
、
聖
地
巡
礼
を
行
っ
て
い
た
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。
彼
の

方
法
論
は
、
回
己
注
目
岳
g
oロ
吾
ゅ
の

g
g円
四
(
地
上
の
仏
教
)
と
い
う
名
前
で
北
米
の
仏
教
学
者
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
彼
の
手
に
掛
か
る
と
、
律
文
献
は
、

イ
ン
ド
の
仏
教
僧
達
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
格
好
の
資
料
と
な
り
ま
す
。
現
代
日
本
の
仏
教
学
者
の
間
で
も
佐
々
木
閑
氏
を
始
め
と
し
て

多
く
の
俊
才
が
律
蔵
の
研
究
に
携
わ
り
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
龍
谷
大
学
に
は
、
土
橋
秀
高
先
生
、
龍
口
明
生
先
生
、
そ
し
て
そ
の
門
下
生
達
に
よ
る

律
研
究
の
伝
統
が
脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

仏
教
遺
跡
の
最
も
現
代
的
な
研
究
成
果
と
し
て
は
、
龍
谷
大
学
の
「
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
中
国
・
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
ト
ル
フ
ア

ン
郊
外
に
あ
る
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
仏
教
壁
画
を
デ
ジ
タ
ル
復
元
し
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
大
谷
探
検
隊
が
将
来
し
た
遺
品
を
研
究

し
て
き
た
龍
谷
大
学
西
域
研
究
会
の
入
津
崇
先
生
の
グ
ル
ー
プ
と
龍
谷
大
学
理
工
学
部
の
岡
田
至
弘
教
授
の
協
力
の
下
に
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
集
大

成
と
し
て
、
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
二
階
に
ペ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
(
第
十
五
号
窟
)

の
大
回
廊
が
原
寸
大
で
復
元
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
龍
谷
大
学
を
訪
れ
た
多
く
の
研
究

者
に
お
見
せ
し
ま
し
た
が
、

一
様
に
感
嘆
の
言
葉
を
発
せ
ら
れ
た
の
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
各
地
に
点
在
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
中
央
ア
ジ
ア
の
石
窟
の
壁
画
を

現
代
科
学
の
技
術
に
よ
っ
て
再
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
龍
谷
大
学
で
し
か
な
し
得
な
か
っ
た
す
ば
ら
し
い
研
究
成
果
で
あ
り
ま
す
。

仏
教
遺
跡
や
遺
物
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
と
は
い
え
、
仏
教
研
究
の
主
流
は
文
献
研
究
で
あ
り
ま
す
。
仏
教
文
献
に
記
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
近
代
の
学

問
分
野
の
様
々
な
視
点
や
方
法
論
(
哲
学
・
倫
理
学
・
宗
教
学
・
社
会
学
・
心
理
学
・
教
育
学
・
文
学
な
ど
)
を
用
い
て
解
き
明
か
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
私
の
よ
く
知
る
研
究
者
た
ち
の
研
究
方
法
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
長
ら
く
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
引
退
後
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ

l
で
研
究
を
継
続
し
て
い
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ

l
教
授
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
彼
は
、
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
イ
ン
ド
哲
学
者
・
仏
教
研
究
者
で
あ

仏
教
研
究
の
最
前
線
1
龍
谷
大
学
か
ら
世
界
へ
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仏
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i

一
六
八

っ
た
エ
リ
ッ
ヒ
・
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ

l
教
授
の
愛
弟
子
で
あ
り
、
師
の
あ
と
を
継
い
で
、
デ
ィ
グ
ナ

l
ガ

(
陳
那
)
や
ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ

(
法
称
)
が
確
立
し
た
イ
ン
ド

仏
教
論
理
学
の
研
究
を
押
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
彼
の
多
く
の
研
究
の
中
で
私
が
も
っ
と
も
高
く
評
価
す
る
の
は
、
ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
の
晩
年
の
論
理
学
書
『
へ

l
ト

ゥ
ピ
ン
ド
ゥ
」

の
当
時
存
在
し
な
か
っ
た
党
語
テ
キ
ス
ト
を
同
舎
の
注
釈
脅
か
ら
断
片
を
回
収
し
て
、
再
構
成
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
と
と
も
に
校
訂
し
、
翻
訳
し
、

極
め
て
詳
細
な
注
釈
を
付
け
た
ニ
巻
本
の
研
究
書
で
あ
り
ま
す
。
(
開

g
a
g
a
H
M
E
=ロ
o
p
b
Eミ
ミ
ミ
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旬
、
ま
ざ
§
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u
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午
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)
そ
の
研
究
方
法
は
、
伝
統
的
な
古
典
文
献
学
で
あ
り
ま
す
。
近
年
に
な
っ
て
、
同
書
の
党
語

写
本
が
チ
ベ
ッ
ト
の
僧
院
か
ら
発
見
さ
れ
、

へ
ル
ム

l
ト
・
ク
ラ
ッ
サ

i
博
士
の
手
に
よ
り
校
訂
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
の
早
か
っ
た
逝
去
に
と
も
な

い
、
い
ま
は
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ

l
教
授
が
出
版
の
た
め
の
最
終
稿
を
作
成
中
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
党
語
写
本
は
、

シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ

l
教
授
の
党
語

テ
キ
ス
ト
を
ほ
ぼ
完
全
に
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
ク
ラ
ッ
サ
l
氏
か
ら
聞
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ

l
教
授
は
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
院
で
発
見
さ
れ

た
党
語
仏
典
写
本
の
写
真
を
多
く
保
有
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
の
学
術
交
流
を
実
現
し
、
今
や
こ
れ
ま
で
漢
訳
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
し
か
読
め
な

か
っ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
な
か
っ
た
仏
典
の
党
語
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
出
版
を
可
能
に
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
世
界
の
仏
教
研
究
に
対
す
る
彼
の
功
績
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
同
じ
く
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
l
教
授
の
門
下
生
で
あ
り
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
げ
る
仏
教
研
究
の
中
心
に
し
た
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ

ゼ
ン
教
授
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
彼
の
研
究
方
法
は
、
敏
密
な
文
献
学
的
研
究
に
も
と
づ
く
仏
教
思
想
の
思
想
史
的
研
究
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
例
が
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ

ウ
ゼ
ン
教
授
が
も
っ
と
力
を
入
れ
て
研
究
し
た
議
伽
行
学
派
の
中
心
概
念
「
ア

l
ラ
ヤ
識
」
の
思
想
史
的
研
究
で
あ
り
ま
す
。
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ξ
。
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
)

シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
教
授
は
、
初
期
仏
典
か
ら
、

ア
ピ
ダ
ル
マ
論
書
、
議
伽
行
唯
識
派
の
論
書
を
精
査
し
て
、

「
識
」
の
概
念
の
変
遷
を
辿
り
、
「
ア
l
ラ
ヤ
識
」
の
概
念
が
初
め
て
登
場
す
る
テ
キ
ス
ト
を
『
議
伽
師
地
論
』
「
声
聞
地
」
の
あ
る
パ
ッ
セ

l
ジ
に
特
定
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
す
。
同
書
を
組
め
る
に
あ
た
っ
て
、
教
授
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
滞
在
し
て
、
日
本
人
研
究
者
の
ア

l
ラ
ヤ
識
に
関
す
る
研
究
を
読
破
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
海
外
の
研
究
者
で
は
希
有
の
例
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
同
書
を
出
版
後
、
「
ア

l
ラ
ヤ
識
に
関
し
て
言
う
べ
き
こ
と
は
す
べ
て
書
い
た
」
と
豪
語
し
て
い
た
の
を
記



憶
し
ま
す
。
し
か
し
、
月
日
が
巡
り
、
同
書
に
た
い
し
て
も
多
く
の
批
判
や
疑
問
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
教
授
は
、
再
度
大
著

を
著
し
、
批
判
に
答
え
る
と
同
時
に
、
思
索
を
深
め
て
い
ま
す
。
(
戸
ω
B
Z
2
ω
の

F
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p
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ミ
怠
ミ
M
O
h同

S
S・
SMぬ
h
s
b
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〉
円
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叶
，
C
同
開
∞
∞
開
何
回
開
ω.J「
050、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
)
学
者
と
し
て
賞
賛
に
値
す
る
真
塾
な
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
仏
教
文
献
で
も
仏
教
遺
跡
で
も
な
く
、
今
現
に
行
わ
れ
て
い
る
仏
教
を
研
究
対
象
と
す
る
宗
教
文
化
人
類
学
の
研
究
者
を
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
仏
教

は
決
し
て
過
去
の
遺
物
で
は
な
く
て
、
現
に
生
き
て
い
る
宗
教
で
す
。
前
回
恵
学
先
生
は
、
ご
自
身
も
ス
リ
・
ラ
ン
カ
を
た
び
た
び
訪
問
さ
れ
、
現
地
調
査
を
重
ね
ら
れ

た
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
仏
教
文
献
を
研
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
身
近
に
あ
る
生
き
た
仏
教
の
調
査
研
究
を
す
る
よ
う
若
い
研
究
者
達
に
勧
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
近
年
日
本
の
仏
教
研
究
で
も
っ
と
も
活
動
的
な
グ
ル
ー
プ
は
、
明
治
以
降
の
近
現
代
仏
教
の
研
究
者
た
ち
で
す
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
元
々
中
世
日
本
仏

教
の
文
献
研
究
か
ら
研
究
活
動
を
開
始
し
、
あ
る
時
期
か
ら
近
代
仏
教
研
究
に
シ
フ
ト
し
た
末
木
文
美
士
氏
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
北
米
の
宗
教
学
者
の
聞
で
は
、

近
現
代
日
本
仏
教
の
研
究
を
す
る
人
達
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
人
が
、
カ
ナ
ダ
の
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
に
い
る
マ

l
ク
・
ロ
ウ
博
士
で
す
。
彼
は
、
日
本

各
地
・
各
宗
派
の
名
も
無
い
寺
々
を
訪
ね
歩
い
て
、
二
百
人
以
上
の
住
職
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
記
録
を
整
理
し
て
、
「
小
僧
伝
』
と
い
う
本
に
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
彼
に
は
、
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
何
度
か
御
呼
び
し
て
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
日
本
仏
教
の
現
状
、

直
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ー
ク
・
ロ
ウ
博
士
を
始
め
と
す
る
北
米
の
日
本
仏
教
研
究
者
た
ち
は
、
「
堕
落
し
た
葬
式
仏
教
」
と

蔑
ま
れ
て
き
た
日
本
仏
教
の
現
状
に
必
ず
し
も
批
判
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
以
降
の
近
代
化
の
波
の
中
で
、
伝
統
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
生
き
延
び
て
き
た
か
を
冷
静

に
分
析
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
拾
い
出
し
て
い
る
の
が
彼
ら
に
共
通
の
特
徴
で
あ
り
ま
す
。
(
桂
紹
隆
「
日
本
仏
教
に
未
来
は
あ
る
か
?
」
『
宗
学
院
論
集
」
第
八
七

号
、
二

O
一
五
年
)

今
後
の
仏
教
研
究
の
方
法
論
と
し
て
は
、
し
っ
か
り
し
た
文
献
学
的
研
究
の
基
礎
に
立
っ
て
、
仏
教
の
様
々
な
位
相
を
そ
れ
に
適
し
た
諸
学
の
方
法
論
を
用
い
て
研
究

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、
仏
教
学
以
外
の
学
問
分
野
の
研
究
者
と
交
流
し
、
共
同
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
仏
教
哲
学
を
現
代
の
分

析
哲
学
の
視
点
か
ら
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
自
分
自
身
が
現
代
哲
学
の
基
礎
を
身
に
つ
貯
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
現
役
の
分
析
哲
学
者
達
と
交

流
す
る
の
が
有
効
で
す
。
私
自
身
、
京
都
大
学
の
出
口
康
夫
教
授
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
の
八
木
沢
敬
教
授
な
ど
と
「
ア
ポ
!
ハ
」
な
ど
の
仏
教
哲
学
の
重
要
な

概
念
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
古
典
文
献
学
者
と
現
代
分
析
哲
学
者
の
聞
に
有
意
義
な
会
話
が
成
立
す
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

仏
教
研
究
の
最
前
線

龍
谷
大
学
か
ら
世
界
-̂

一
六
九



仏
教
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究
の
最
前
線
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龍
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大
学
か
ら
世
界
へ

1

一七

O

仏
教
の
伝
播

釈
迦
牟
尼
仏
陀
が
今
か
ら
二
千
四
百
年
以
上
前
に
説
い
た
教
え
(
仏
教
)
は
、
イ
ン
ド

E
大
陸
の
各
地
に
広
ま
り
、
や
が
て
東
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
、
西
は
現
在
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ま
で
、
北
は
中
央
ア
ジ
ア
(
狭
義
の
西
域
)

の
砂
漠
を
越
え
て
中
国
へ
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
を
経
て
、
極
東
の
日
本
ま
で
、
そ
し
て
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山

脈
を
超
え
て
チ
ベ
ッ
ト
高
原
へ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
へ
と
ア
ジ
ア
諸
地
域
へ
伝
播
し
て
い
き
ま
し
た
。

世
界
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
特
異
な
点
は
、
以
上
の
よ
う
な
伝
播
の
過
程
で
、
仏
典
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。
仏
陀
が
い
か
な
る
言

語
で
説
法
し
た
の
か
は
未
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
領
域
か
ら
し
て
マ
ガ
ダ
語
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
仏
陀
の
在
世
当
時
、
西
か
ら
や
っ

て
き
た
バ
ラ
モ
ン
達
に
と
っ
て
、

か
つ
て
は
未
開
の
地
で
あ
っ
た
マ
ガ
ダ
地
方
も
既
に
バ
ラ
モ
ン
文
化
聞
に
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。
仏
陀
の
最
初
の
弟
子
た
ち
の
多

く
は
バ
ラ
モ
ン
・
カ

l
ス
ト
の
出
身
だ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
仏
陀
は
あ
え
て
バ
ラ
モ
ン
教
世
界
の
文
化
語
・
雅
語
で
あ
っ
た
党
語
(
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
)
で

説
法
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
当
時
の
人
々
が
普
通
に
話
し
て
い
た
俗
語
で
説
法
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
各
地
に
布
教
に
出
か
け
る
弟
子
た
ち
に
は
、
そ
の
地
の
言
葉
で

説
法
す
る
よ
う
勧
め
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
や
が
て
、
仏
陀
が
説
い
た
教
え
や
戒
律
は
、
パ

l
リ
語
と
呼
ば
れ
る
聖
典
語
で
記
録
さ
れ
ま
す
。
パ

l
リ
語
の
出
自
は
、

マ
ガ

ダ
語
の
よ
う
な
複
数
の
俗
語
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
部
派
仏
教
の
一
派
で
あ
る
上
座
部
(
テ

l
ラ
ワ

l
ダ
)

の
聖
典
語
と
し
て
、
言
語
的
に
固
定
さ
れ
、
三
蔵
を
は
じ

め
と
す
る
上
座
部
の
仏
典
を
記
録
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
パ

l
リ
語
の
大
蔵
経
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
仏
教
学
者
リ
ス
・
デ
イ
ピ
ス
が
創
設
し
た
パ

l
リ
・
テ
キ
ス

ト
協
会
の
編
纂
し
た
も
の
が
学
界
で
は
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
誤
植
が
多
い
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

一
九
五
四
年
に
ピ
ル
マ
の
第
六
結
集
で
編
纂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
使

う
学
者
も
い
ま
す
。
上
座
部
仏
教
が
支
配
的
と
な
っ
た
ス
リ
・
ラ
ン
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
パ

1
リ
大
蔵
経
が
信
仰
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
期
間
に
大
乗
仏
教
や
密
教
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
、
パ

l
リ
文
献
の
中
に
党
語
仏
典
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
複
雑
な
事
情
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。南

方
上
座
部
以
外
の
部
派
仏
教
諸
派
が
、
ど
の
よ
う
な
言
語
で
仏
典
を
保
持
し
て
い
た
の
か
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
説
一
切
有
部
は
早
く

か
ら
仏
典
の
党
語
化
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
の
文
献
は
、
経
典
に
せ
よ
、
論
書
に
せ
よ
、
党
語
で
残
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
大
乗
仏
教
徒
た
ち
は
、
「
混
靖

党
語
」
(
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
)
と
呼
ば
れ
る
「
崩
れ
た
発
語
」
で
大
乗
経
典
を
作
成
し
ま
す
が
、
徐
々
に
ほ
ぼ
完
壁
な
古
典
党
語
の
経
典
が
登
場
す
る



よ
う
に
な
り
、
大
乗
の
論
書
は
す
べ
て
発
語
で
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
象
の
背
景
に
は
、
圧
倒
的
に
支
配
的
な
バ
ラ
モ
ン
文
化
圏
の
「
公
用
語
」
で

あ
っ
た
党
語
で
自
己
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
仏
教
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
存
在
を
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
結

果
、
徐
々
に
バ
ラ
モ
ン
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
と
大
乗
仏
教
と
の
聞
に
、
互
に
反
発
し
つ
つ
も
、
実
践
的
・
思
想
的
な
融
合
が
起
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
写
本
研
究
の
成
果
と
し
て
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
北
西
部
に
位
置
す
る
ガ
ン
ダ
l
ラ
地
方
を
中
心
に
、
党
語
と
も
パ

l
リ
語
と
も
異
な
る
中
期
イ
ン
ド
語
、
ガ
ン

ダ
l
ラ
語
で
記
録
さ
れ
た
多
様
な
仏
典
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
!
タ
l
・
ス
キ
リ
ン
グ
等
は
「
ガ
ン
ダ

l
ラ
仏
教
」
が
存
在
し
た
と
主
張
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
北
上
し
た
西
域
地
方
で
は
、

ソ
グ
ド
語
、

コ
ー
タ
ン
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
な
ど
実
に
様
々
な
言
語
に
仏
典
は
翻
訳
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
写
本

の
一
部
は
大
谷
探
検
隊
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
、
龍
谷
大
学
の
井
ノ
口
泰
淳
先
生
や
百
済
康
義
先
生
、
さ
ら
に
そ
の
門
下
生
た
ち
に
よ
っ
て
今
も
解
読
研
究
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
(
井
ノ
口
泰
淳

『
西
域
出
土
悌
典
の
研
究
』

一
九
八

O
年
)

初
期
の
漢
訳
作
業
は
、
安
世
高
・
支
婁
迦
識
・
鳩
摩
羅
什
な
ど
西
域
か
ら
や
っ
て
来
た
学
僧
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
か
ら
直
接
将
来
さ
れ

た
仏
典
写
本
で
は
な
く
、
西
域
地
方
に
存
在
し
た
写
本
、

お
そ
ら
く
「
胡
語
」
で
書
か
れ
た
仏
典
か
ら
漢
訳
さ
れ
た
可
能
性
は
、
十
分
に
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
後
、
法
顕

や
玄
奨
や
義
浄
達
は
写
本
を
求
め
て
イ
ン
ド
へ
旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
る
い
は
真
諦
(
パ
ラ
マ

l
ル
タ
)
は
、
イ
ン
ド
本
土
か
ら
海
路
、

ベ
ト
ナ
ム
経
由
で
中
国
へ
渡

り
、
当
時
の
最
新
の
仏
教
学
を
伝
え
ま
す
。
イ
ン
ド
の
仏
典
が
如
何
に
漢
訳
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
船
山
徹
氏
が
『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か

ス
ー
ト

ラ
が
経
典
に
な
る
と
き
』
(
岩
波
書
脂
、
二

O
一
三
年
)
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
評
判
の
高
い
好
著
で
あ
り
ま
す
。
仏
教
を
学
ぷ
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
読
み
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
国
の
仏
教
徒
た
ち
は
、
十
世
紀
の
萄
の
時
代
か
ら
「
漢
訳
大
蔵
経
」
の
編
纂
を
始
め
、
金
・
元
・
宋
・
明
と
大
蔵
経
の
編
纂
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
は
、

最
古
の
版
木
が
存
在
す
る
、
朝
鮮
半
島
の
高
麗
大
蔵
経
、
そ
し
て
、
既
に
述
べ
た
日
本
の
「
大
正
新
情
大
蔵
経
」
、
さ
ら
に
「
続
蔵
経
」
「
自
蔵
経
」
な
ど
現
代
の
大
蔵
経

編
纂
事
業
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
七
世
紀
に
吐
蕃
王
国
が
誕
生
し
た
頃
、
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
か
ら
移
入
さ
れ
ま

す
。
歴
代
の
王
達
は
、
イ
ン
ド
へ
学
僧
を
派
遣
し
、
仏
典
写
本
の
収
集
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
来
た
学
僧
た
ち
の
協
力
も
あ
っ
て
、

お
ど
ろ
く
べ

き
ス
ピ
ー
ド
で
多
く
の
党
語
仏
典
が
チ
ベ
ッ
ト
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
党
語
写
本
が
無
い
場
合
は
、
漢
訳
か
ら
重
訳
さ
れ
た
り
、
少
数
で
す
が
、
パ

l
リ
語
か
ら

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
さ
れ
た
り
し
た
仏
典
も
存
在
し
ま
す
。
や
が
て
十
五
世
紀
に
な
る
と
、
中
国
の
伝
統
に
倣
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
木
版
が
関
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

仏
教
研
究
の
最
前
線

龍
谷
大
学
か
ら
世
界

"̂ 

七
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ま
す
。
そ
の
後
、
今
私
た
ち
が
北
京
版
・
ナ
ル
タ
ン
版
・
デ
ル
ゲ
版
な
ど
の
名
前
で
利
用
す
る
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
多
数
の
版
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
人
が
支
配
す
る
元
朝
に
な
る
と
、
国
家
的
事
業
と
し
て
仏
典
が
蒙
古
語
訳
さ
れ
、

モ
ン
ゴ
ル
大
蔵
経
が
編
纂
さ
れ
、
関
販
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、

モ
ン
ゴ
ル
大
蔵
経
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
語
訳
大
蔵
経
は
い
ま
だ
存
在
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
日
本
仏
教
に
お
い
て
漢
訳
大
蔵
経
が
聖
典
の
地
位
を
占
め
て
き
た
結
果
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
パ

ー
リ
三
蔵
に
関
し
て
は
、
戦
前
に
高
楠
順
次
郎
博
士
の
編
集
し
た
「
南
伝
大
蔵
経
」
が
あ
り
ま
す
。
党
語
仏
典
の
日
本
語
訳
は
、
個
々
の
研
究
者
達
に
よ
っ
て
積
み
重
ね

ら
れ
た
成
果
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
集
め
て
出
版
す
る
試
み
は
、
長
尾
雅
人
先
生
が
中
央
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
大
乗
仏
典
」
の
シ
リ
ー
ズ
が
眼
に
つ
く
く
ら

い
で
、
今
後
も
日
本
語
大
蔵
経
が
登
場
す
る
可
能
性
は
無
い
で
し
ょ
う
。

大
蔵
経
の
話
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、

ア
ジ
ア
各
地
に
広
ま
っ
た
仏
教
が
近
代
に
な
っ
て
、
世
界
各
地
へ
広
ま
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
十
二
世
紀
こ
ろ
に
は
イ
ン
ド
亜

大
陸
の
中
心
部
か
ら
は
姿
を
消
し
た
イ
ン
ド
仏
教
が
現
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
再
生
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
西
欧
諸
国
が
ど
の
よ
う
に
仏
教
と
い
う
宗
教
に

出
会
い
、
そ
れ
を
誤
解
し
、
ま
た
理
解
し
て
い
っ
た
か
は
、
大
き
な
テ

l
マ
で
あ
り
ま
す
が
触
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

ロ
ジ
ェ

H
ポ
ル
・
ド
ロ
ワ
の
『
虚
無
の
信
仰

西
欧
は
な
ぜ
仏
教
を
怖
れ
た
か
』
(
島
田
裕
巳
・
田
桐
正
彦
訳
、

ト
ラ
ン
ス
ピ
ュ

l
、
二

O
O二
年
)
を
お
読
み
に
な
る
と
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
近
代
に
し
ぽ

っ
て
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
欧
米
諸
国
に
如
何
に
し
て
仏
教
が
伝
播
し
て
い
っ
た
か
を
簡
単
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
の
大
き
な
流
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
北
米
へ
の
伝
播
で
す
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
日
本
か
ら
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、
さ
ら
に
プ
ラ

ジ
ル
な
ど
の
中
南
米
諸
国
へ
移
民
と
し
て
大
量
の
人
々
が
出
か
げ
て
い
き
ま
す
。
過
酷
な
労
働
の
中
で
彼
ら
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
た
の
は
、
か
れ
ら
が
生
ま
れ
育
っ
た

土
地
の
仏
教
で
し
た
。
生
活
が
あ
る
程
度
落
ち
着
く
と
、

か
れ
ら
は
故
郷
か
ら
僧
侶
を
招
い
て
、
仏
教
教
団
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
移
民
を
送
り
出
し
た
西
日
本

各
地
で
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
多
数
の
真
宗
僧
侶
が
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
と
渡
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
沼
田
恵
範
こ
八
九
七

ー
一
九
九
四
)
と
い
う
広
島
県
の
末
寺
の
三
男
坊
が
い
ま
す
。
沼
田
師
は
、
開
教
師
と
し
て
ハ
ワ
イ
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
へ
渡
り
、
苦
学

し
て
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
を
卒
業
し
、
経
済
学
の
修
士
号
を
取
得
し
ま
す
。
そ
の
問
、
第
二
次
大
戦
直
前
の
日
系
人
差
別
の
現
実
に
直
面
し
、
な
ん

と
か
そ
れ
を
打
破
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
日
本
文
化
、
と
く
に
そ
の
根
幹
に
あ
る
日
本
仏
教
を
ア
メ
リ
カ
人
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
司
何
回

n
Sの
巧
R
E
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
し
ま
す
。
し
か
し
、
資
金
難
の
た
め
あ
え
な
く
挫
折
し
、
帰
国
し
ま
す
。
そ
の
時
、
沼
田
師
が
肝
に
銘
じ
た
の
は
、
仏
教
を



広
め
る
の
に
は
お
金
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
帰
国
後
、

一
時
専
門
の
知
識
を
活
か
し
て
、
政
府
の
役
人
に
な
り
ま
す
が
、
仏
教
伝
道
の
た
め
の
資
金
を
得
る
た
め

に
、
自
ら
起
業
し
、
精
密
計
測
器
(
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
)
を
製
作
す
る
「
ミ
ッ
ト
ヨ
」
と
い
う
大
会
社
を
育
て
上
げ
ま
す
。
成
功
し
た
後
に
は
、
「
仏
教
伝
道
協
会
」

を
創
設
し
、
「
仏
教
聖
典
」
を
各
国
語
に
翻
訳
し
、
世
界
中
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
部
屋
に
配
布
す
る
の
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
布
教
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、

主
要
な
仏
典
を
大
正
大
蔵
経
の
中
か
ら
選
ん
で
英
訳
し
、
「
英
訳
大
蔵
経
」
を
刊
行
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
既
に
四
十
六
の
漢
訳
仏
典
の
英
訳
が

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
進
行
中
の
事
業
で
あ
り
ま
す
。

親
鷲
の
教
え
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
銀
難
辛
苦
を
な
め
た
日
系
移
民
の
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
た
は
ず
で
す
が
、
日
系
社
会
の
枠
を
越
え
て
、
北
米
社
会
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
は
な
か
な
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
北
米
の
知
識
人
達
が
仏
教
に
、
特
に
禅
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
鈴
木
大
拙
師
(
一
八
七

O

ー
一
九
六
六
)

の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
を
伴
侶
と
し
て
、
多
く
の
著
作
を
英
語
で
出
版
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
力
は
絶
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

坐
禅
と
い
う
具
体
的
な
肉
体
的
修
行
法
を
持
つ
禅
は
、
臨
済
宗
の
佐
々
木
承
周
師
ご
九

O
七
1
ニ
O
一
四
)
や
曹
洞
宗
の
弟
子
丸
泰
仙
師
(
一
九
一
四

1
一
九
八
二
)

の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
、
多
く
の
西
洋
人
の
弟
子
を
育
て
、
禅
の
伝
統
を
西
欧
社
会
に
根
付
か
せ
た
老
師
た
ち
を
生
み
だ
し
て
き
ま
し
た
。
田
中
ケ

ネ
ス
氏
の
『
ア
メ
リ
カ
仏
教
|
仏
教
も
変
わ
る
、

ア
メ
リ
カ
も
変
わ
る
」
(
二

O
一
O
年
、
武
蔵
野
大
学
出
版
会
)

に
よ
る
と
、
今
や
ア
メ
リ
カ
の
人
口
の
一
割
は
何
ら

か
の
形
で
仏
教
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
に
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
亡
命
の
結
果
生
じ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
た

め
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
海
外
へ
飛
び
出
し
た
禅
僧
た
ち
の
努
力
の
賜
物
で
も
あ
り
ま
す
。

次
に
、

ス
リ
・
ラ
ン
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
、
南
方
上
座
部
の
国
々
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
仏
教
が
伝
婚
し
た
こ
と
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
大
英
帝
国
の
イ
ン
ド
支
配
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
セ
イ
ロ
ン

(
H
ス
リ
・
ラ
ン
カ
)
を
奪
い
、
植
民
地
と
し
ま
す
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
英
国
の
知
識
人
達
は
、

テ
l
ラ
ワ

l
ダ
(
上
座
部
)
仏
教
の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ

l
ム
教
の
よ
う
に
絶
対
神
に
よ
る
救
済
を
謡
う
の
で
は
な
く
、

修
行
生
活
と
知
的
鍛
錬
に
よ
り
精
神
的
な
極
み
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
指
す
仏
教
に
魅
力
を
感
じ
る
英
国
人
た
ち
が
出
て
き
ま
す
。
か
れ
ら
は
、
「
パ

l
リ
・
テ
キ
ス
ト

協
会
」
を
創
設
し
、
既
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
パ

l
リ
大
蔵
経
の
テ
キ
ス
ト
校
訂
・
出
版
、
そ
の
翻
訳
・
出
版
、
パ

l
リ
語
辞
書
・
文
法
書
の
編
纂
な
ど
学
術
的
な
活

動
を
し
ま
す
。

一
方
、
ダ
ル
マ
パ

l
ラ
(
一
八
六
四

1
一
九
三
三
)
が
創
設
し
た
「
大
菩
提
会
」
(
マ
ハ

l
・
ポ

l
デ
ィ
協
会
)
を
中
心
に
英
国
人
の
聞
に
テ

l
ラ
ワ

1

ダ
仏
教
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

仏
教
研
究
の
最
前
線
i
龍
谷
大
学
か
ら
世
界
へ

1

一
七
三
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七
四

現
在
世
界
各
地
で
は
、
東
ア
ジ
ア
系
の
大
乗
仏
教
と
南
ア
ジ
ア
系
の
上
座
仏
教
と
と
も
に
、
チ
ベ
ッ
ト
系
の
仏
教
が
広
く
信
仰
者
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
チ
ペ

ッ
ト
が
中
華
人
民
共
和
国
の
支
配
化
に
入
っ
た
結
果
、

一
九
五
九
年
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
こ
九
三
五

i
)
が
イ
ン
ド
へ
亡
命
し
、
そ
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
多
く

の
僧
侶
や
人
民
が
世
界
各
地
へ
亡
命
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
著
名
人
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
改
宗
し
た
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
し
て
い
る
背
景
に
は
、
現
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
狼
下
の
宗
教
指
導
者
と
し
て
の
優
れ
た
資
質
、
今
な
お
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
、
現
代
科
学
ま
で
も
含
む
広
い
関
心
を
持
ち
、
常

に
明
快
で
説
得
力
の
あ
る
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
る
狽
下
の
人
間
的
な
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
去
る
四
月
五
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
、
文
殊
師
利
大
乗
仏
教
会

(
ゴ
マ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
)
が
主
催
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伝
法
の
未
来
を
考
え
る
」
で
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
の
御
前
で
日
本
に
お
け
る
仏
教
論
理
学
研
究
の
歴

史
と
現
状
を
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
、
初
め
て
親
し
く
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
残
り
少
な
い
人
生
を
仏
教
論
理
学
の
研
究
に
捧
げ
た
い
」
と
い
う
言

葉
で
最
後
を
結
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
よ
り
も
ず
っ
と
年
上
の
狼
下
の
琴
線
に
触
れ
た
よ
う
で
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ル

l
ツ
は
ナ

l
ラ
ン
ダ
l
に
あ
り
、
そ
の
伝
統

に
則
っ
て
中
観
哲
学
と
論
理
学
の
研
究
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
の
中
心
課
題
で
あ
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
狽
下
が
お
ら
れ
る
限
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
進
行
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
、
現
代
イ
ン
ド
の
仏
教
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
中
心
部
か
ら
仏
教
は
、
十
二
世
紀
頃
に
は
姿
を
消

し
ま
す
。
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
近
く
、
或
い
は
南
イ
ン
ド
の
深
部
、
或
い
は
ネ
パ

l
ル
な
ど
辺
境
地
帯
で
わ
ず
か
に
仏
教
が
伝
承
さ
れ
た

以
外
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
教
に
吸
収
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
十
九
世
紀
に
な
っ
て
、
ピ
ル
マ
の
仏
教
徒
や
ス
リ
・
ラ
ン
カ
の
仏
教
徒
た
ち
、

特
に
大
菩
提
会
を
創
設
し
た
ダ
ル
マ
パ

l
ラ
は
、
イ
ン
ド
本
土
に
お
け
る
仏
教
の
再
興
に
取
り
組
み
ま
す
。
現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
復
興
の
最
大
の
立
役
者
は
、
イ

ン
ド
が
英
国
の
植
民
地
支
配
か
ら
独
立
し
た
後
の
イ
ン
ド
憲
法
の
起
草
者
と
し
て
知
ら
れ
る
法
律
家
、
ア
ン
ベ

l
ド
カ
ル
博
士
こ
八
九
一

i
一
九
五
六
)

で
あ
り
ま
す
。

カ
l
ス
ト
制
度
の
最
下
層
で
あ
る
、
ダ
リ
ッ
ト
(
あ
る
い
は
、

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
プ
ル
)

の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
英
米
の
二
大
学
で
博
士
の
学
位
を
取
得
し
、
英
国
で
弁

護
士
資
格
を
取
得
し
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
ダ
リ
ッ
ト
階
級
の
人
々
が
カ

l
ス
ト
制
度
の
差
別
と
抑
圧
か
ら
救
わ
れ
る
に
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
を
捨
て
て
仏
教
に

改
宗
す
る
し
か
な
い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
死
の
直
前
に
そ
れ
を
実
践
し
ま
す
。
そ
の
時
三
十
万
人
も
の
ダ
リ
ッ
ト
の
人
々
が
集
団
改
宗
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
今

も
、
彼
が
改
宗
し
た
十
月
十
四
日
に
は
、
何
十
万
と
い
う
人
々
が
仏
教
へ
改
宗
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ベ

l
ド
カ
ル
博
士
の
没
後
、
そ
の
遺
志
を
継
い
だ
の
は
、
イ
ギ
リ
ス

出
身
の
仏
教
者
サ
ン
ガ
ラ
ク
シ
タ
師
(
一
九
二
五

i
)
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
帰
国
後
「
西
洋
仏
教
教
団
」
を
創
設
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
育
て
ら
れ
た
ロ

l



カ
ミ
ト
ラ
師
は
イ
ン
ド
へ
渡
り
、
ダ
リ
ッ
ト
の
間
で
仏
教
を
広
め
る
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ア
ン
ペ

l
ド
カ
ル
博
士
の
運
動
を
引
き
継
い
だ
の
は
、
不
思
議
な
縁

で
中
イ
ン
ド
の
ナ
グ
プ
ル
に
や
っ
て
来
た
日
本
僧
、
佐
々
井
秀
嶺
師
こ
九
三
五

1
)
で
あ
り
ま
す
。
佐
々
井
師
に
は
、
ご
帰
国
さ
れ
た
時
、
龍
谷
大
学
で
も
感
動
的
な

講
演
を
し
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
い
と
き
か
ら
比
叡
山
で
修
行
し
、
龍
谷
大
学
で
も
学
ん
だ
、
ナ
グ
プ
ル
出
身
の
イ
ン
ド
僧
サ
ン
ガ
ラ
ト
ナ
師
は
、

十
九
年
の
日
本
で
の
生
活
の
の
ち
、
イ
ン
ド
へ
戻
り
、
大
乗
仏
教
の
布
教
に
専
念
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
以
上
、
簡
単
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
仏
陀
の
教

え
が
世
界
中
に
広
ま
っ
た
結
果
、
五
百
年
以
上
も
仏
教
の
空
白
期
間
が
あ
っ
た
イ
ン
ド
に
、
世
界
各
地
の
仏
教
徒
た
ち
の
努
力
に
よ
り
再
び
仏
教
の
灯
が
点
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
ア
ン
ベ

l
ド
カ
ル
の
カ
リ
ス
マ
的
な
存
在
に
よ
り
、
今
や
仏
陀
の
教
え
は
再
び
イ
ン
ド
の
地
で
煉
原
の
火
の
よ
う
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
(
桂
紹
隆
「
異
議
申
し
立
て
と
し
て
の
仏
教
|
ア
ン
ベ

l
ド
カ
ル
の
仏
教
理
解
」
粟
屋
利
江
他
編
「
周
縁
か
ら
の
声
」
現
代
イ
ン
ド
5
、
ニ

O
一
五
年
)

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
仏
陀
の
教
え
は
世
界
中
に
広
ま
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
私
見
で
は
、

仏
陀
の
教
え
の
中
核
に
あ
る
「
縁
起
説
」
が
「
因
果
律
」
と
通
底
す
る
普
遍
性
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
佐
々
木
閑
氏
が

「
イ
ン
ド
仏
教
変
移
論

な
ぜ
仏
教
は
多
様
化
し
た
の
か
」
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
「
破
僧
」

(ω
凶

m
g
σ
Z
E
)の
定
義
が
「

g
w
g
σ
Z含
」
か
ら
「

WRgmw・

σ
F
a
m」
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
義
は
異
な
っ
て
も
宗
教
行
為
を
共
に
す
る
限
り
「
破
僧
」
と
は
見
な
さ
な
い
こ
と
に
な
り
、
仏
教
教
団
は
思
想
的
多
様
性
を
認

容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
大
量
の
初
期
仏
教
部
派
が
登
場
し
、
や
が
て
大
乗
仏
教
が
登
場
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
文
化
圏
の
外

に
伝
婚
し
た
仏
教
は
、
各
地
の
宗
教
・
思
想
と
融
合
し
て
、
更
な
る
多
様
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

四

仏
教
研
究
の
最
前
線

随
分
長
い
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
後
に
本
日
の
メ
イ
ン
・
テ
l
マ
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
以
下
私
が
感
じ
る
仏
教
研
究
の
最
前
線
を
箇
条
書
き
的
に
紹
介
す
る
こ
と

で
話
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
過
去
五
年
間
、
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
ン
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
て
、

一
番
勢
い
が
あ
る
と
感
じ
た
分
野
は
「
近
現
代
仏
教

研
究
」
で
あ
り
ま
す
。
特
に
明
治
以
降
の
日
本
仏
教
の
近
代
化
に
対
す
る
研
究
が
よ
う
や
く
学
問
的
な
土
俵
に
乗
っ
て
き
た
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
龍
谷
大
学
で

は
、
仏
教
史
学
の
赤
松
徹
員
教
授
を
中
心
に
近
代
仏
教
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
真
宗
学
の
鍋
島
直
樹
教
授
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
仏
教
の
現
代
的
課

題
に
つ
い
て
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
(
宮
膏
¥
¥
各
ω
ミヨ
W
O
}
E
・R
-
U
¥参
照
)
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
セ
ン
タ
ー
で
も
、
近
現
代
仏
教
と
仏

仏
教
研
究
の
最
前
線

龍
谷
大
学
か
ら
世
界
........ 

一
七
五



仏
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六

教
の
直
面
す
る
現
代
的
課
題
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
知
見
を
深
め
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
仏
教
史
学
と
真
宗
学
、
そ
し
て
仏
教

学
の
研
究
者
が
協
力
し
て
、
近
現
代
仏
教
研
究
を
本
学
に
お
い
て
押
し
進
め
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
二
期
目
に
入
っ
た
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン

タ
l
、
そ
し
て
新
し
く
発
足
す
る
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
の
よ
う
な
共
同
研
究
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

次
に
、
注
目
す
べ
き
分
野
と
し
て
は
、
既
に
言
及
し
た
グ
レ
ゴ
リ

l
・
シ
ョ
ペ
ン
教
授
や
佐
々
木
閑
氏
が
先
導
し
て
き
た
「
律
蔵
の
研
究
」
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

律
文
献
の
魅
力
は
、
そ
こ
か
ら
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
僧
や
僧
尼
が
し
て
い
た
具
体
的
な
生
活
の
諸
相
、
何
を
食
べ
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
住
み
、
ど
ん
な
衣
を
身
に
つ
け
て

い
た
か
な
ど
が
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
の
新
入
生
た
ち
の
前
で
、
律
研
究
の
最
先
端
を
行
く
龍
谷
大
学
の
若
手
研
究
者
た
ち
に
話

し
て
も
ら
う
と
、
聴
講
生
が
出
家
者
た
ち
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
と
強
い
興
味
を
持
つ
場
面
を
し
ば
し
ば
経
験
し
ま
し
た
。
律
蔵
の
研
究
は
、
仏
教

遺
跡
や
仏
教
美
術
の
研
究
と
も
直
結
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
内
容
的
に
は
、
初
期
仏
教
の
教
義
内
容
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

ん
な
わ
げ
で
、
将
来
、
龍
谷
大
学
の
仏
教
入
門
コ

l
ス
は
、
律
専
門
家
が
教
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
注
目
す
べ
き
分
野
と
し
て
は
、
「
密
教
研
究
」
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
我
が
国
で
は
、
高
野
山
大
学
や
種
智
院
大
学
、
大
正
大
学
の
よ
う
に
真
言
宗
と
関

係
の
深
い
諸
大
学
の
研
究
者
を
中
心
に
、
近
代
的
な
仏
教
文
献
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ン
ダ
!
ソ
ン

教
授
、
ア
メ
リ
カ
ン
の
ロ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
ピ
ッ
ド
ソ
ン
教
授
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ル
ナ
ガ
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン
教
授
等
海
外
の
研
究
者
た
ち
が
、
新
発
見
の
写
本
を
用
い
て
、

次
々
と
新
し
い
研
究
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、
苫
米
地
等
流
博
士
に
よ
っ
て
『
理
趣
経
』
の
党
文
写
本
が
同
定
さ
れ
、
校
訂
・
出
版
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

(
h
h
S
E
ミ
E
hぬ
ま
句
、
ミ
ー
言
h
v
h
還
さ
設
住

sb司法
g
h同

3.ebM芯
吋

R
F
回
mw
ロ
山
口
問
・

SSE-Noeu)
こ
れ
は
既
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
l
教
授
等
の
努
力
に
よ
り
、
北
京
の
中
国
蔵
学
研
究
中
心
に
保
管
さ
れ
て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
の
僧
院
か
ら
発
見
さ
れ
た
焚
語
仏
典
写
本
の
般
若
経
の
塊

の
中
か
ら
苫
米
地
博
士
が
発
見
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

少
し
話
は
そ
れ
ま
す
が
、
苫
米
地
氏
の
研
究
は
、
『
理
趣
経
』
が
長
い
時
間
を
掛
け
て
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
は
初
期
漢
訳
経
典
の
存
在
で
す
。
党
語
写
本
の
発
見
は
、

か
な
ら
ず
し
も
仏
典
の
本
来
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
初
期
の
漢
訳
に

こ
そ
当
該
仏
典
の
古
層
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
こ
そ
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
初
期
漢
訳
仏
典
の
研
究
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
!

ド
大
学
の
ザ
ケ
ッ
テ
ィ
教
授
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
若
手
研
究
者
の
問
で
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
先
導
し
て
き
た
の
が
、
創
価
大
学
の
辛
嶋
静
志
教
授
で
す
。



彼
の
精
綾
な
漢
訳
仏
典
研
究
に
よ
り
、
仏
教
研
究
に
多
く
の
新
し
い
地
平
が
開
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
「
仏
典
写
本
の
研
究
」
に
視
点
を
シ
フ
ト
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
に
お
け
る
近
代
仏
教
学
の
出
発
点
は
、
そ
れ
ま
で
漢
訳
で
し
か
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

日
本
仏
教
各
宗
派
の
所
依
の
大
乗
経
典
の
党
語
写
本
を
入
手
し
、
原
典
を
通
し
て
、
大
乗
仏
教
の
真
理
に
到
達
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

近
代
的
な
仏
教
研
究
は
写
本
研
究
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
荻
原
雲
来
博
士
を
は
じ
め
と
し
て
、
漢
訳
仏
典
の
豊
富
な
知
識
を
持
つ
日
本
人
仏
教
研
究
者
が
仏
典
写
本
の

解
読
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
ネ
パ

l
ル
写
本
が
主
体
で
し
た
が
、
近
年
中
央
ア
ジ
ア
の
砂
漠
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
の
僧
院
か
ら
、
大
量
の
党
語
仏
典
写
本
が

発
見
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
や
、
仏
教
研
究
者
の
多
く
は
、
写
本
か
ら
出
発
し
て
仏
典
を
研
究
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
我
が
国
に
お

い
て
写
本
研
究
を
先
導
し
て
き
た
松
田
和
信
氏
の
論
考
「
中
央
ア
ジ
ア
の
仏
教
写
本
」
(
「
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
第
五
巻

文
明
・
文
化
の
交
差
点
』
佼
成
出
版
、
二

O
一
O

年
)
と
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
写
本
か
ら
見
た
大
乗
仏
教
」
(
『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
第
一
巻

大
乗
仏
教
と
は
何
か
」
春
秋
社
、
二

O
一
一
年
)
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

方
、
日
本
の
各
寺
院
に
保
管
さ
れ
て
き
た
漢
訳
仏
典
の
古
写
本
に
つ
い
て
は
、
長
い
研
究
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
分
野
で
近
年
目
覚
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
て
来
ら

れ
た
の
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
落
合
俊
典
教
授
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
ま
す
。
龍
谷
大
学
で
も
、
漢
訳
古
写
本
の
調
査
・
研
究
の
長
い
伝
統
が
あ
り
、
そ
の
成
果

の
多
く
は
仏
教
文
化
研
究
所
の
善
本
叢
書
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浅
田
正
博
先
生
に
よ
る
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
」
の
新
写
本
の
発
見
は
学
界
に

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
も
の
で
す
。
今
後
も
、
商
都
北
嶺
や
日
本
各
地
の
寺
院
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
の
発
掘
・
研
究
は
、
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
り
統

け
る
で
し
ょ
う
。

一
貫
し
て
大
谷
探
検
隊
が
主
と
し
て
西
域
か
ら
将
来
し
た
中
央
ア
ジ
ア
の
胡
語
や
漢
文
の
写
本
研
究

で
あ
り
ま
し
た
。
井
ノ
口
先
生
の
御
業
績
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
は
、
上
山
大
峻
先
生
や
小
田
義
久
先
生
、
そ
し
て
今
は
亡
き
百
済
康
義
先
生
に

と
こ
ろ
で
、
龍
谷
大
学
に
お
け
る
仏
典
写
本
の
研
究
の
中
心
は
、

引
き
継
が
れ
、
大
谷
探
検
隊
の
将
来
品
を
多
数
所
蔵
す
る
旅
順
博
物
館
の
協
力
も
得
て
、
「
写
本
集
成
」
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
神
子
上
恵
生
・
若

原
雄
昭
編
『
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
大
谷
探
検
隊
収
集
党
文
写
本
(
わ
り
・
問
。
富
版
)
』
や
三
谷
真
澄
編
「
旅
順
博
物
館
所
蔵
新
彊
出
土
漢
文
浄
土
教
写
本
集
成
』
等
で
あ

り
ま
す
。

私
自
身
は
、
龍
谷
大
学
で
も
長
い
伝
統
の
あ
る
「
因
明
研
究
」
の
現
代
版
で
あ
る
「
仏
教
論
理
学
・
認
識
論
の
研
究
」
を
生
涯
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
は
、

第
二
次
大
戦
後
六

1
七
世
紀
の
仏
教
論
理
学
者
で
あ
る
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
(
法
称
)
の
党
語
テ
キ
ス
ト
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
日
本
で
も
北
川
秀
則
、
梶
山
雄
一
、

仏
教
研
究
の
最
前
線
i
龍
谷
大
学
か
ら
世
界
へ

1

一
七
七



仏
教
研
究
の
最
前
線
i
龍
谷
大
学
か
ら
世
界
へ

1

一
七
八

服
部
正
明
、
戸
崎
宏
正
な
ど
世
界
的
な
研
究
者
た
ち
が
取
り
組
み
、
私
を
含
め
て
多
く
の
日
本
人
研
究
者
を
生
み
だ
し
た
分
野
で
あ
り
ま
す
。
十
一
年
前
に
、
龍
谷
大
学

に
赴
任
し
て
来
て
、
最
初
に
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
出
か
け
、

シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ

l
教
授
か
ら
デ
ィ
グ
ナ
i
ガ
(
陳

那
)
作
『
集
量
論
』
第
三
・
四
・
六
章
に
対
す
る
ジ
ネ
1
ン
ド
ラ
プ
ッ
デ
ィ
の
「
複
注
』
の
党
語
写
本
の
解
読
・
校
訂
作
業
へ
の
協
力
を
申
し
出
る
こ
と
で
し
た
。
デ
ィ

グ
ナ

1
ガ
の
他
の
著
作
、
漢
訳
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
『
因
明
正
理
門
論
」
の
研
究
を
既
に
公
表
し
て
い
た
た
め
、
同
書
と
関
連
の
深
い
三
章
の
研
究
に
つ
い
て
承
諾
を

得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
過
去
十
年
間
に
わ
た
っ
て
研
究
会
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
去
る
二
月
末
に
は
研
究
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
は
、
出
版
可

能
な
状
態
に
ま
で
検
討
を
加
え
て
、
中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
共
同
出
版
物
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、

シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ

l
教
授
の
誘
い
に
よ
り
、
二

O
O八
年
十
月
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
後
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
「
第
四
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
研
究
セ
ミ

ナ
l
」
に
参
加
し
、
中
国
蔵
学
研
究
中
心
の
ダ
ン
・
ド
ゥ
ル
博
士
や
李
学
竹
博
士
・
羅
鴻
博
士
の
面
識
を
得
ま
し
た
。
若
い
中
国
人
研
究
者
が
一
所
懸
命
党
語
仏
典
の
写

本
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
て
、
彼
ら
を
沼
田
奨
学
金
に
よ
っ
て
龍
谷
大
学
に
短
期
招
聴
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
李
博
士
の
月
称
造
「
入

中
論
偏
』
第
六
章
の
校
訂
、
羅
博
士
の
ラ
ト
ナ
l
カ
ラ
シ
ャ

l
ン
テ
ィ
造
『
般
若
波
羅
蜜
多
論
』
の
校
訂
に
協
力
し
ま
し
た
。
前
者
は
既
に
》
突
き
ミ
ミ

L
E
h
S誌
、
注
・

守
句
冬
を
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
李
博
士
は
さ
ら
に
、
先
に
名
前
の
で
た
藤
田
祥
道
博
士
と
『
五
百
頒
般
若
経
』
の
党
語
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
を
完
成
し
、
あ
と
は
出
版

を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
蔵
学
中
心
と
交
流
を
重
ね
、
毎
年
一
人
の
研
究
者
が
北
京
か
ら
や
っ
て
来
て
、
龍
谷
大
学
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
二

O
一
二
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第

5
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
に
再
び
参
加
し
、
キ
ー
ノ
ー
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
一
人
と
し
て
「
仏
教
論
理
学
の
研
究
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
ま
し
た
。

龍
谷
大
学
か
ら
は
、
能
仁
正
顕
先
生
も
参
加
し
、
研
究
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
交
流
を
重
ね
た
結
果
、
中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
と

の
聞
に
正
式
の
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
交
流
協
定
を
活
か
し
て
、
日
中
の
学
術
交
流
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
党
語
仏
典
の
発
見
が
仏
典
解
釈
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
た
例
と
、
解
釈
の
確
定
に
有
効
で
あ
っ
た
例
を
あ
げ
て
、
仏
典
写
本
研
究
の
意
義
を
訴
え
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
れ
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
話
題
を
提
供
し
た
、
大
正
大
学
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ラ
サ
の
ポ
タ
ラ
宮
に
お
け
る
「
維
摩
経
』
党
語
写
本
の
発
見
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
漢
訳
か
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
し
か
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
同
経
の
党
語
テ
キ
ス
ト
が
従
来
の
解
釈
の
修
正
を
迫
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
『
維
摩
経
」

第
四
章
(
羅
什
訳
)

に
、
病
気
見
舞
い
に
来
た
文
殊
を
出
迎
え
る
維
摩
が
「
善
来
、
文
殊
師
利
。
不
来
の
相
に
し
て
来
り
、
不
見
の
相
に
し
て
見
る
。
」
と
挨
拶
し
ま
す
。



「
不
来
の
相
に
し
て
来
る
、
不
見
の
相
に
し
て
見
る
」
と
い
う
の
は
、

一
見
矛
盾
に
満
ち
た
、
人
を
驚
か
す
よ
う
な
表
現
で
す
。
同
経
を
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か
ら
日
本
語
訳

さ
れ
た
長
尾
雅
人
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
訳
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
l
よ、

よ
く
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
よ
く
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。

(
た
だ
し
)
か
つ
て
お
い
で
に
な
ら
な
か
っ
た
(
の
に
、

い
ま
お
い
で
に
な
っ
た
)
。
(
か
つ
て
)

お
会
い
も
せ
ず
、
聞
き
も
せ
ず
、
(
い
ま
)
お
会
い
す
る
・
:
:
:
:
」
そ
し

て
、
難
解
で
あ
る
と
正
直
に
告
白
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
ま
、
同
一
箇
所
の
焚
語
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、
ヨ
削

mmg召

gmwga
ュ3
2
2削
mωSヨ
ヨ

ω
a
a
ュち

ゴ削
m巳
器
可
包
お
宮
m
g
g
uロミ
ωω
志向同
R
Pロ
m
B
と
あ
り
、
「
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
l
を
歓
迎
し
ま
す
。
来
た
こ
と
も
な
く
、
い
ま
だ
か
つ
て
会
っ
た
こ
と
も
、
聞
い
た
こ

と
も
な
い
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
l
に
お
目
に
か
か
れ
る
と
は
、
大
歓
迎
で
す
。
」

つ
ま
り
、
矛
盾
の
か
け
ら
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
、
普
通
の
挨
拶
の
言
葉
で
す
。
た
だ
し
、

羅
什
の
漢
訳
の
背
後
に
は
、
龍
樹
の
中
観
哲
学
の
紹
介
者
と
し
て
の
独
自
の
仏
教
理
解
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
維
摩
経
を
読
む

l
「
不
見
の
相
に
よ

っ
て
見
る
」

l
」
(
『
行
信
学
報
」
第
二
八
号
、
二

O
一
五
年
)
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

次
に
、
党
語
テ
キ
ス
ト
の
発
見
に
よ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
原
典
理
解
が
確
定
す
る
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
私
が
羅
博
士

と
『
般
若
波
羅
蜜
多
論
』

の
発
語
テ
キ
ス
ト
を
読
む
う
ち
に
気
付
い
た
こ
と
で
す
。
も
う
四

O
年
以
上
前
、

一
郷
正
道
先
生
な
ど
と
、
当
時
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
し
か
読

め
な
か
っ
た
同
替
の
輪
読
会
を
し
て
、

一
応
読
み
終
え
、
早
島
理
氏
や
沖
和
史
氏
等
と
印
度
学
仏
教
学
会
の
学
術
大
会
で
一
緒
に
研
究
発
表
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

『
印
度
学
仰
教
学
研
究
」

に
英
文
で
同
曹
の
シ
ノ
プ
シ
ス
も
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駒
沢
大
学
の
松
本
史
朗
氏
に
よ
り
、
以
下
の
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
に
疑
義
が
表
せ

ら
れ
ま
し
た

0
3巳
d
可

2
8
3品
切
印
刷
出
品

g
m
一
§
ロ
ヨ

ω
宮

ωFg
宮

g
m
g
志向凶
g肉
σgω
冨吋

ω
E
g
g
-内
g
a聞
包
括
一
と
い
う
一
節
で
す
。
「
有
形
象

知
識
論
者
で
あ
る
、
あ
る
議
伽
行
派
と
中
観
派
」
と
い
う
控
の
理
解
に
対
し
て
、
松
本
氏
は
「
璃
伽
行
派
で
あ
り
、
中
観
派
で
あ
る
有
形
象
知
識
論
者
」
と
理
解
す
べ
き

で
あ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。
桂
は
こ
れ
に
反
論
し
ま
し
た
が
、
松
本
氏
の
師
で
あ
る
山
口
瑞
鳳
先
生
は
、
こ
の
蔵
文
は
松
本
氏
の
よ
う
に
読
む
べ
き
だ
と
、
援
護
射
撃
を

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
出
て
き
た
党
文
テ
キ
ス
ト
は
、

-snR宮
山
、
。
問
仰
の
管
制

qwon-の
g
g包
}MEEgqω
削}内問

a
g
g〈包
E
g
g
g
笹
口
廿
で
あ
り
、

桂
の
蔵
文
解
釈
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
以
上
二
つ
の
例
は
、
党
語
テ
キ
ス
ト
の
出
現
が
正
確
な
理
解
に
貢
献
す
る
可
能
性
を
如
実
に
示
す
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
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最
後
に
、
知
何
に
し
て
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
べ
き
か
を
お
話
し
し
て
、
私
の
龍
谷
大
学
へ
の
「
遺
言
」
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
若
い
学
生
諸
君
に
希
望
す
る
の
は
、
積
極
的
に
海
外
へ
出
か
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
き
れ
ば
、
私
費
で
は
な
く
公
的
資
金
や
奨
学
金
を
得
て
、
ア
ジ
ア
諸

国
へ
、
欧
米
各
国
へ
留
学
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
語
学
力
を
身
に
つ
け
て
き
て
く
だ
さ
い
。
次
に
、
日
頃
の
研
究
成
果
は
圏
内
学
会
で
発
表
す

る
だ
け
で
な
く
、
国
際
学
会
に
積
極
的
に
出
か
け
て
い
っ
て
発
表
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
次
の
国
際
仏
教
学
会
は
、
私
が
博
士
課
程
で
学
び
、
同
V
F
U

を
取
得
し
た
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
二

O
一
七
年
八
月
二
十
日
か
ら
二
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
研
究
成
果
は
、
英
語
な
ど
の
外
国
語
で
発
表
す
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
世
界
中
の
仏
教
に
関
心
を
も
っ
人
々
が
そ
れ
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
発
表
に
値
す
る
研
究
を
日
頃
行
う
こ
と
が

大
事
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
世
界
中
か
ら
学
生
や
研
究
者
が
龍
谷
大
学
に
仏
教
を
学
ぶ
た
め
に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


